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１．電設を伴う引込線設計

（１）基本操作（システム操作ガイド 抜粋）

（２）入力事例

①単独引込線の新設

②単独・連接引込線（NTT柱共架）の新設

③単独・連接引込線（屋側ケーブルあり）の新設

④単独引込線の張替

⑤単独引込線（補助フック工法）

⑥DV-DV引込線の新設

⑦単独引込線および引込用導線の新設

⑧外灯（ポール）引込線の新設

⑨外灯（電柱灯）引込線の新設

⑩外灯（電柱灯）灯器の取替に伴う接続替

⑪メッセンジャー引込線の新設

⑫単独引込線をメッセンジャー引込線に変更

⑬既設メッセンジャーに追加（1条吊→2条吊）

⑭受点変更工事

⑮連接引込線の受点変更工事（足し線・外し線あり）

⑯お客さま引込ケーブルを当社電柱へ立上して供給

⑰架空引込ケーブル（中間分岐）の新設

⑱臨時引込線の新設（常時引込線へ流用する場合）

⑲臨時引込線の増加に伴う張替（太線化）

⑳臨時契約で当社設備にお客さま引込ケーブルを施設

２．電設を伴わない引込線設計

（１）基本操作（システム操作ガイド 抜粋）

（２）入力事例（システム操作ガイド 抜粋）

①自動点滅器の取替

②設備撤去（全撤）

③お客さま幹線の切離（部修）

④お客さま引込ケーブルの切離（接続替）
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１．電設を伴う引込線設計

（１）基本操作

目次に戻る



-3-

◼ 引込線工事の情報を登録します※

◼ 使用する画面

• 引込線設計情報画面

• 工事図編集画面
※ 引込線施工会社さまにて操作する画面です。

◼ 【STEP1】工事内容の入力

1

2

3

A

4

5

6

自動選定機能により、線種、太さ、条数が自動で選定されます

メッセンジャー引込線工事は、
メッセン太さまで自動選定します

託送受付情報から契約設備容量と
相線電圧が表示されます

電設工事Netで作成する引込線設計は、
工事会社さまおよび事業所ごとに6桁の設計Noを発番します。

機能部 ボタン（機能）名 説明

自動選定 契約設備容量に適合する引込線を自動で選定します。A

⚫ 臨時撤去予定日
臨時接続送電サービスの場合のみ表示されます
ので、臨時撤去予定日を入力してください。
ただし、「常時引込線へ流用」の工事概要を選
択した場合、臨時申込においても入力不要とな
ります。

⚫ 交通保安割増適用
交通保安割増を適用する場合にチェックしてください。

必要に応じて工事内容補足を選択します

（次ページへ続く）

目次に戻る
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◼ 工事内容入力の操作方法（手順）

※1 「工事概要および工事種別について」で詳細をご説明いたします。

※2 「工事後長さ」は総亘長ではなく、亘長を入力してください、。なお、詳細については、「工事概要および工事種別について」を参照願います。

◼ 【STEP2】引込線工事図の作成

• 引込線工事図の初期値は、「電気工事情報」画面で作成した平面図の情報を引用しております。

• 平面図で作成した新設側と撤去側の単独部、連接部の本数が、「【STEP1】工事内容入力」で作成した合計本数と

一致していると、「工事図編集」ボタンをクリックした後に、工事内容入力の情報を引込線工事図へ自動反映します。

• 単独部、連接部の合計本数が不一致の場合、引込線工事図の引込線が消去されますので、工事内容で入力した

設計情報に基づき引込線を作図しなおす必要があります。

• 工事内容補足で登録した内容も、「工事図編集」ボタンをクリックすることで、引込線工事図へ自動反映します。

＜手順＞

❶ 該当する工事概要を選択します。※1

❷ 引込線の工事後長さ、工事種別を選択します。※2

❸ 「自動選定」ボタンをクリックします。線種、太さ、条数が自動で選定されます。

❹
メッセンジャー引込工事の場合は、メッセンジャー太さも自動で選定されますので、メッセンジャー長さを入力して
ください。

➎ 共架金物や点滅器を使用する引込線工事の場合、選択してください。

❻ 補助フックや引込用導線等を使用する場合、必要に応じて工事内容補足から選択してください。

引込線工事図の初期表示（電気情報画面の平面図情報を引用）

「工事内容入力の本数（単独部1本、連接2本）」と
引込線工事図の本数が一致しており、工事内容入力
の情報が引込線工事図へ自動反映されます。
併せて、工事内容補足の情報も自動反映されます。

電気工事情報画面（平面図）で入力した亘長が、工事内容入力の「工事後長さ」と異なる場合は、「工事後長さ」に自動で修正されます。

（次ページへ続く）

B

目次に戻る
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◼ 引込線工事図の操作方法（手順）

※1 引込線施工会社さまが代理施工会社さまの場合、代理施工会社さまにて本手順を実施いただきます。

お申込の工事会社さまから電設工事番号等をお聞き取りいただき、事前の調整を図ったうえで入力をお願いいたします。

※2 引込線工事図は「引込線作図」のガイダンスからスタートします。

※3 引込線設計情報画面と電気工事情報画面の引込柱が異なると、以下のエラーメッセージが表示され、「次へ」ボタンのクリック不可能となります。

この場合、電気工事情報画面に戻り、「計算」ボタンをクリックして再度「外線工事判定」を行ってください。

※4 お申込完了後に当社から引込線設計を依頼させていただく場合、ボタンの名称は「設計登録」となります。

８．引込線工事の登録（低圧のお申込） （3/6）４．工事内容登録

機能部 ボタン（機能）名 説明

工事図編集 引込線工事図の編集モードに遷移する。B

（前ページより）

1
2

3

＜手順＞※1

❶
引込柱番号、道路横断有無チェックは、「電気工事情報」画面の登録内容が反映されております。道路横断
「有」の場合、（設計時）道路上地上高を入力してください。

❷ 「工事図編集」ボタンをクリックし、工事図編集を開始します。

❸ ガイダンスに従い、引込線工事図を編集し、工事図編集モードを完了させます（完成図は次ページ）。※2

➍ 工事内容と引込線工事図の内容をご確認のうえ、「確定」ボタンをクリックしてください（次ページ）。

➎ 「次へ」ボタンをクリックして、「申込内容確認」画面へ遷移します（次ページ）。※3※4

（次ページへ続く）
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（前ページより）

機能部 ボタン（機能）名 説明

確定 引込線設計内容を、引込線工程「設計中」の状態で確定（保存）します。

次へ 「申込内容確認」画面に遷移するとともに、引込線工程を「設計確認中」へ進めます。

C

D

5

C

D

4

工事内容補足の情報は、引込線工事図でコメントとし
て認識されております。
「コメント記入」のステップで、コメント編集モードにて編集
可能です。

支援機能部の「文字移動」にて旗出文字の移動が可能です。

目次に戻る
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本資料について

１．電設を伴う引込線設計

（２）入力事例

目次に戻る
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①単独引込線の新設

（入力例）

（工事図例）

（施工例）

（7/12）
②単独・連接引込線（NTT柱共架）の新設

（施工例）

DV14×3
(5m)

DV14×3(10m)

NTT柱に共架

（工事図例）

（入力例）

DV 14 × 3 (27m)

目次に戻る
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（7/12）

③単独・連接引込線（屋側ケーブルあり）の新設

（施工例）

（工事図例）

（入力例）

④単独引込線の張替

（入力例）

（工事図例）

◼ 張替の数は、「新設／工事後」欄と「撤去」欄で一致させる
必要があります。

◼ CV、VVを連接行で登録することにより、屋側ケーブルとし
て展開します。

（架空引込線）
DV3.2×3

(5m)

（架空引込線）

DV3.2×3
(5m)

CV8×3(7m)
（屋側引込線）

目次に戻る
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（施工例）

⑤単独引込線（補助フック工法）

（施工例） （入力例）

鉄線

Wh

(14m)

(3m)

引込線用玉がいし

DV2.6×3

（工事図例）

⑥DV-DV引込線の新設（2.6、3.2のみ）

（入力例）

（工事図例）

DV 3.2×3
(12m)

(12m)
DV 3.2×2

ﾒｯｾﾝﾜｲﾔｰ22㎡
（40m）

※電話線防護

◼ 既設メッセンジャーワイヤ使用の場合
太さ・長さ欄は空白で登録してください。

◼ 電線長さの合計値を入力してください。
※工量は架空単独-1口 設計工量-1口

◼ 電話線防護が必要な場合は登録してください。

目次に戻る
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（7/12）

⑦単独引込線および引込用導線の新設

⑧外灯（ポール）引込線の新設

（施工例） （入力例）

（工事図例）

（施工例）

（工事図例）

（入力例）

DV 2.6 × 2 (20m) 
自動点滅器 ２線式 ３A

ﾅﾄﾘｳﾑ灯 180W 新設

DV 2.6 × 3 (10m)

引込導線アーム0.9m取付
引込用導線CV22×3取付

CV22×3

アーム0.9m

目次に戻る
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（8/12）

４．工事内容登録⑨外灯（電柱灯）引込線の新設

（施工例） （入力例）

（工事図例）

⑩外灯（電柱灯）灯器の取替に伴う接続替

（入力例）

（工事図例）

VVF 2.0 × 2 (5m) 
自動点滅器 2線式 １A

LED街灯 ５５W 新設

目次に戻る
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４．工事内容登録⑪メッセンジャー引込線の新設

（施工例） （入力例）

（工事図例）

⑫単独引込線をメッセンジャー引込線に変更

（施工例） （入力例）

（工事図例）

DV2.6×3 取外
(15m)

DV 3.2×3(16m)

CV8×3 

(10m)

ﾒｯｾﾝﾜｲﾔｰ22㎡
（30m）

◼ 既設メッセンジャーワイヤ流用の場合
太さ・長さ欄は空白で登録してください。

◼ 既設メッセンジャーワイヤ流用の場合
太さ・長さ欄は空白で登録してください。

◼ 防護が必要な場合は登録してください。

DV 3.2×3
(11m)

CV8×3 

(20m)

ﾒｯｾﾝﾜｲﾔｰ22㎡
（45m）

※HS防護変台

目次に戻る
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⑬既設メッセンジャーに追加（1条吊→2条吊）

⑭受点変更工事

（施工例） （入力例）

（工事図例）

DV 2.6 × 3 (15m)

受け点変更

（施工例） （入力例）

（工事図例）
◼ 移線する既設引込線の情報を登録してください。

◼ 工事種別「部修」の場合、工事内容補足に
「お客さま幹線を既設引込線と切離し・接続」を必ず入力してください。
※工事内容補足が未入力だと部修工量・資材が展開されません。

既設 電灯CV14×3  移線
新設 動力CV 8×3(15m)

22㎡
45m

既設 電灯DV 14 ×3
新設 動力DV 3.2×3(10m)

目次に戻る
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⑮連接引込線の受点変更工事（足し線・外し線あり）

（施工例） （入力例）

（工事図例）

DV 3.2 × 3
(10m)

受け点変更
（足し線4m）

DV 3.2× 3
(15m)

⑯お客さま引込ケーブルを当社電柱へ立上して供給

（施工例） （入力例）

（工事図例）

Wh

CV３８×３
お客 さまｹｰﾌﾞﾙ

低圧線に接続

◼ 足し線が発生する場合・・・「引込線足し線」を登録してください。
◼ 外し線が発生する場合・・・「引込線外し線」を登録してください。

目次に戻る
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⑰架空引込ケーブル（中間分岐）の新設

（施工例） （入力例）

（工事図例）

CV60×3 
(37m)

ﾒｯｾﾝﾜｲﾔｰ38㎡
（50m）

⑱臨時引込線の新設（常時引込線へ流用する場合）

（入力例）

（工事図例）

◼ 臨時撤去設計は作成されません。 ◼ 入力不要です。

目次に戻る
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⑲臨時引込線の増加に伴う張替（太線化）

・工事概要には「単独（連接・メッセンジャー）引込線の張替または新設・撤去」を指定し張替情報を登録
してください（入力例④参照）。 ※工事概要に「新設」を指定しないでください。

・臨時引込線の撤去は、臨時契約の新設竣工時（増加前の初回申込時）に自動作成された撤去設計に
て対応します（当社で張替後の線種に登録替えを行います）。

目次に戻る

⑳臨時契約で当社設備にお客さま引込ケーブルを施設

（入力例）

（工事図例）

（施工例）

パターンA
地中機器に施設

パターンB
電柱に施設

お客さま引込ケーブル

責 任分界点

当社電柱

お客さま
BOX

当社低圧線

お客さま引込ケーブル

責任分界点

地中低圧分岐装置(LB)

お客さま柱

お客さま
BOX

責任分界点

地中低圧分岐装置(LB)

お客さま引込ケーブル

パターンA→「地中機器」を選択
パターンB→「電柱立上」を選択
※地中機器の場合、電線ヒューズの費用は計上されません
（当社事業所から現物支給いたします）

◼ 「臨時お客さまケーブルの接続または切離」を選択
※工量は新設時・撤去時ともに「部修」工量の1/2を計上します
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本資料について

２．電設を伴わない引込線設計

（１）基本操作

目次に戻る
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９．引込線設計新規登録・削除

１．引込線設計新規登録・削除
◼ 引込線設計一覧からは、電設を伴わない以下の引込線設計の作成が可能です。

• 自動点滅器の取替

• 引込線の設備撤去（全徹）

• 契約一部撤去等に伴う「お客さま幹線の切離（部分修繕）」

• お客さま引込ケーブル撤去に伴う「お客さま引込ケーブルと当社低圧線等との切離（接続替）」

◼ 引込線工程「工事付託」前の不要な引込線設計を削除できます。

◼ 使用する画面

• 引込線設計一覧画面

• 引込線設計画面

• 工事図編集画面

◼ 引込線設計 新規作成

◼ 引込線設計 設計削除※

＜引込線設計 新規作成 手順＞

❶ メインメニューの「引込線設計」をクリックします。

❷ 「新規」ボタンをクリックして引込線設計を開始します。

＜引込線設計 設計削除 手順＞

❶ 任意の条件で「検索」ボタンをクリックして削除対象の設計を一覧に表示させます。

❷ 削除したい設計にチェックを入れます。

❸ 「削除」ボタンをクリックして削除を行います。

1

2

1

2

3

（1/8）

※ 引込線工程「設計確認中」まで削除可能です。

目次に戻る
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1

2

＜名称＞ ＜入力の目的とお願い＞

❶ 電灯 ・ 動力 ・ 電灯・動力

• 選択することで画面入力が可能となります。
• 供給区分の選択（自動点滅器の取替は電灯を選択）します。
• 設備撤去の場合は、撤去する引込線の供給区分を選択します。

❷ 依頼元

• 当社から電気工事会社さまへ作業付託した場合は「ほくでんNW」を選択してください。
• 当社からの施工依頼以外は、「解体会社」、「市役所」、「町内会」、「その他」から選択してください。
• 「その他」を選択した場合は、❸依頼元情報へ施工依頼者さまの詳細情報を入力してください。

❸ 依頼元情報

• 町内会さま等から、点滅器取替の依頼が電気工事会社さまへ直接あった場合等、工事を実施する
にあたる依頼者さまの情報や、設備撤去の際に契約の特定を明確にするものです。

• 当社からの施工依頼の場合は付託Noをご記入お願いいたします。
• 契約特定のために、街路灯No、撤去計器No、施工依頼者さまの詳細情報等を入力お願いいたし

ます。

3

機能部 ボタン（機能）名 説明

設計一覧 引込線設計一覧へ戻ります。

事業所選択 工事場所の管内事業所を選択します。

住所選択 住所選択の画面が立ち上がり、工事場所の住所を選択します。

A

B

A

C

B

C

任意入力

（次ページへ続く）

⚫ 撤去（部修）欄
「設備撤去」または「お客さま幹線の切離」の工事概要を選択
することにより入力可能となります

⚫ 工事概要
「設備撤去」・「点滅器取替」・「お客さま幹線の切離（部修）」・
「お客さま引込ケーブルの切離（接続替）」

目次に戻る
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１．引込線設計新規登録・削除

E

D

F

「確定」ボタンをクリックにより設計Noが発番されます

機能部
ボタン

（機能）名
説明

工事図編集 工事図編集モードに入ります。

確定

工事図編集完了後、設計情報を保存します。工程

が「設計中」となり、設計Noが発番されます。自主点

検欄（自主点検項目）も生成されます。[※]

設計登録
引込線工程を「設計内容確認中」へ進めます。

設計編修が不可能となりますのでご注意ください。

D

E

F

※ 撤去・部修・接続替の場合、自主点検欄は「自主点検（工事完了）日」と「自主
点検実施者」のみ表示します。

設計情報を作成時に、既に工事が完了している場合は、
「設計登録」ボタンを押す前に入力してください。

（前ページより）

（3/8）

９．引込線設計新規登録・削除 目次に戻る
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本資料について

２．電設を伴わない引込線設計

（２）入力事例

目次に戻る
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①自動点滅器の取替

❶電灯を選択します

❷事業所を選択します

❸住所、契約者名を入力します

➍工事概要を選択します

➎依頼元を選択します ❻依頼元情報を入力します

⓫複数の点滅器取替がある場合は、
「コメント編集」で電柱番号を追加してください。

➒ガイダンスに従い工事図編集を行ってください

既に工事が完了している場合は、
❶「確定」ボタン
❷自主点検（工事完了）日
❸自主点検実施者
➍「設計登録」ボタン
の順に進めてください。

⓬「確定」ボタン
→「設計登録」ボタンを押してください

➐点滅器取替を選択（複数種別がある場合は種別毎に選択）します

➓自動点滅器の取替を選択した場合、工事図編集の「完了」手順で「引込柱選択」の手順があります。
点滅器取替が複数ある場合は、代表引込柱を選択してください。

➑引込柱を入力してください
工事図編集前に入力することで、
工事図編集モード時に引込柱を
中心に遷移します

目次に戻る
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②設備撤去（全撤）

❷事業所を選択します

❸住所、契約者名を入力します

➍工事概要を選択します

➎依頼元を選択します ❻依頼元情報を入力します

➒ガイダンスに従い工事図編集を行ってください

➑引込柱を入力してください
工事図編集前に入力することで、
工事図編集モード時に引込柱を中心に遷移します

既に工事が完了している場合は、
❶「確定」ボタン
❷自主点検（工事完了）日
❸自主点検実施者
➍「設計登録」ボタン
の順に進めてください。

❶撤去する引込線の供給区分を選択します

➐撤去する引込線の本線情報を入力します

既に工事が完了している場合は、
❶「確定」ボタン
❷自主点検（工事完了）日
❸自主点検実施者
➍「設計登録」ボタンの順に進めてください。

➓「確定」ボタン→「設計登録」ボタンを押してください
既に工事が完了している場合は、「自主点検（工事完了）日」、「自主点
検実施者」を「設計登録」ボタンを押す前に入力をお願いいたします。

目次に戻る
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１．引込線設計新規登録・削除
③お客さま幹線の切離（部修）

既に工事が完了している場合は、
❶「確定」ボタン
❷自主点検（工事完了）日
❸自主点検実施者
➍「設計登録」ボタン
の順に進めてください。

（6/8）

❷事業所を選択します

❸住所、契約者名を入力します

➍工事概要を選択します

➎依頼元を選択します ❻依頼元情報を入力します

➓ガイダンスに従い工事図編集を行ってください

➒引込柱を入力してください
工事図編集前に入力することで、
工事図編集モード時に引込柱を中心に遷移します

❶切離する引込線の供給区分を選択します

⓫「確定」ボタン→「設計登録」ボタンを押してください
既に工事が完了している場合は、「自主点検（工事完了）日」、「自主点
検実施者」を「設計登録」ボタンを押す前に入力をお願いいたします。

➐切離する引込線の本線情報を入力します

➑工事内容補足で「お客さま幹線の切離」を選択してください

目次に戻る
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④お客さま引込ケーブルの切離（接続替）

既に工事が完了している場合は、
❶「確定」ボタン
❷自主点検（工事完了）日
❸自主点検実施者
➍「設計登録」ボタン
の順に進めてください。

❷事業所を選択します

❸住所、契約者名を入力します

➍工事概要を選択します

➎依頼元を選択します ❻依頼元情報を入力します

➒ガイダンスに従い工事図編集を行ってください
➑引込柱を入力してください
工事図編集前に入力することで、
工事図編集モード時に引込柱を中心に遷移します

❶切離する引込線の供給区分を選択します

➓「確定」ボタン→「設計登録」ボタンを押してください
既に工事が完了している場合は、「自主点検（工事完了）日」、「自主点
検実施者」を「設計登録」ボタンを押す前に入力をお願いいたします。

➐工事内容補足で「電柱側（灯器側）の接続替」を選択してください

目次に戻る


